












In order to understand the current situation of the students of the Faculty of International Business Administration 
of Kyoei University, I verifi ed their Active Class Attitude through the student survey that is periodically conducted 
in class. As a result, it was found that female students have a more positive attitude towards independent study than 
male students, and that there is a positive correlation between studying for qualifi cations, and a negative correlation 
between club activities. In addition, with the shift to online classes, students from freshman to sophomore year showed 
a decrease in independent learning attitudes, and students from sophomore to junior year showed no difference in the 
average learning attitudes, but individual differences were wider. 



















































































































































































































































が確認された（Z＝－ 3.83，p＜ 0.00，r＝－ .38）。
18年入学の新 3年生は T5と T6の間に有意差は
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大学生の主体的な学習態度の検証
─ 123─
キャリア目標設定の明確さ
① 卒業後の進路に向けて，大学時代にやってみたいことがある
② 将来つきたい職業や仕事がある
③ 【R】将来やりたいことが定まらない
④ 将来のために，大学在学中に達成したい目標がある
⑤ 卒業後の仕事・キャリアについてよく考えている
⑥ 卒業後の進路を決めている
自己効力感
① 非常に困難な状況の中でも，私ならそこから抜け出すことができると思う
② 大して努力しなくても，私はたいていのことならできるような気がする
③ どんな状況に直面しても，私ならうまくそれに対処することができるような感じがする
④ 熱心に取り組めば，私にできないことはないように思う
⑤ 【Ｒ】やりたいと思っても，私にはできないことばかりだと感じる
⑥ 【Ｒ】私にとって，最終的にはできないことが多いと思う
⑦ 私が頑張りさえすれば，どんな困難なことでもある程度のことはできるような気がする
主体的学習態度
① 【Ｒ】レポートや課題はただ提出すればいいという気分で仕上げることが多い
② 課されたレポートや課題を少しでも良いものに仕上げようと努力する
③ レポートは満足がいくように仕上げる
④ 【Ｒ】課題には最小限の努力で取り組んだ
⑤ 課題は納得いくまで取り組む
⑥ 【Ｒ】単位さえもらえればよいという気持ちで授業に出る
⑦ 授業には意欲的に参加する
⑧ プレゼンテーションの際，何を質問されても大丈夫なように十分に調べる
⑨ 【Ｒ】授業はただぼうっと聞いている
学習適応感
① 大学の授業についていく自信がある
② 【Ｒ】大学の授業はわからないことばかりだ
③ 大学の授業についていくことができる
④ 【Ｒ】授業中，何を説明されているのかわからないことが多い
⑤ 【Ｒ】頑張っているのに，大学の授業についていけない
⑥ 大学の授業でよい成績を修めることができると思う
付録
質問項目　【R】は逆転項目

